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代表取締役副社長          

管 理 本 部 長           服部 正太 

ＴＥＬ ０３－５３４２－１１４１ 

 

 

平成１４年６月期（平成１３年７月１日～平成１４年６月３０日） 

中間業績予想との差異並びに通期業績予想の修正について 

 

 

平成１４年６月期（平成１３年７月１日～平成１４年６月３０日）の業績予想について、

平成１３年８月２７日付決算短信発表時の業績予想を下記のとおり修正いたします。 

 

記 

 

１．平成１４年６月期業績予想の修正等 

(1) 当中間期（平成１３年７月１日～平成１３年１２月３１日）業績予想との差異 

（単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 当期純利益 

前回予想（Ａ） ３,０００ △ ７２５ △ ４８１ 

今回修正（Ｂ） ２,９８０ △ ８８６ △ ７１７ 

増減額（Ｂ－Ａ） △ １９ △ １６１ △ ２３６ 

増 減 率 △０.７％ △ ２２.３％ △ ４９.２％ 

 

(2) 通期（平成１３年７月１日～平成１４年６月３０日）業績予想の修正 

（単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 当期純利益 

前回予想（Ａ） １１,０００ ５６０ ２１５ 

今回修正（Ｂ） １０,０００ ４６０ ３ 

増減額（Ｂ－Ａ） △１,０００    △１００   △２１２ 

増 減 率 △９．１％ △１７．９％ △ ９８.６％ 
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(3) 修正の理由 

 

①当中間期の業績 

・ 売上高につきましては、前期からの繰越もあり２,９８０百万円とほぼ計画を達

成できる見込みです。 

・ 経常利益につきましては、当期受注の伸び悩みにより固定的経費を賄いきれず、

１６１百万円減の△８８６百万円となる見込みです。 

・ 当期純利益につきましては、経常利益の１６１百万円減に加え、取引先(株)パワ

ーズサービス倒産に伴う貸倒債権２８５百万円等を特別損失として計上する予

定であるため、２３６百万円減の△７１７百万円となる見込みです。 

 

②通期の業績の見通し 

・ 売上高につきましては、大口顧客の研究開発投資予算大幅削減の影響等による売

上伸び悩みが見込まれるため、１,０００百万円減の１０,０００百万円となる見

込みです。 

・ 経常利益につきましては、売上原価および販管費の圧縮に努めますが、売上減少

の影響を受け、１００百万円減の４６０百万円となる見込みです。 

・ 当期純利益につきましては、経常利益の１００百万円減に加え、取引先(株)パワ

ーズサービス倒産に伴う貸倒債権２８５百万円等を特別損失として計上する予

定であるため、２１２百万円減少の３百万円になる見込みです。 

 

以 上 


